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学校法人 青葉学園

学校法人 青葉学園が運営する東京医療保健大学(本部：東京都品川区、理事長：田村哲夫、学長：木村

哲、以下本学)は、連携及び協力に関する基本協定を締結している立川市(市長：清水庄平)と協力し、国

立病院機構立川キャンパスの学生が入団する「立川市消防団 機能別分団(学生消防団)」を立ち上げ、

2019年10月26日(土)に立川市役所にて任命式を行いました。本学からは、東が丘・立川看護学部 看護学

科 災害看護学コースの学生82名(2年次生40名、3年次生37名、4年次生5名)が入団し、任命式とあわせ

て敬礼や整列といった消防団員としての規律についての訓練が実施されました。

東京医療保健大学の学生82名が「学生消防団員」として立川市消防団に入団

立川市役所にて任命式 及び 規律訓練を実施

東京医療保健大学は、2016年、立川市内に「国立病院機構立川キャンパス」を開設し、東が丘・立川

看護学部 看護学科 災害看護学コースを設置しています。 本学は、同キャンパスを開設してから、立川市

とは密接な協力関係を築いており、2019年3月7日(木)、同市と保健医療福祉及び災害対策の分野を中心

とする連携及び協力に関する基本協定を締結いたしました。

この度発足した「機能別分団(学生消防団)」は、当初学生50名を定員として消防団加入を⽬指しており

ましたが、最終的に定員を上回る82名の学生が参加することとなりました。

学生消防団員は、大規模災害時に消防団本部直轄の団員として、災害現場・大学施設での救命活動を行

うほか、大規模災害に備えた訓練および主要行事への参加、自治会・学校などに対する応急救護訓練指導

などを行います。

任命式では、立川市長から「大学生で構成された消防団は多摩地域初となり、さらに立川市が女性消防

団員を任命することも初であるため、非常にエポックな出来事である。医療に携わる学生として地域に貢

献して欲しい。」とご挨拶がありました。また、消防団長より「大規模災害が起きた際には、応急処置の

スキルを持った東京医療保健大学の学生の力が必要になります。立川市のために力を発揮してくれること

を期待しています。」と学生たちに激励の言葉が送られました。それを受け、新入団員を代表して、災害

看護学コース4年次生の大野真依さんが立川市長へ宣誓を行いました。今後、学生らは2020年1月の立川

市消防出初式、9月には総合防災訓練といった大きな行事に参加する予定です。

本学は、今後も地域に密着した社会貢献活動を通じ、地域防災の担い手として様々な活動に参画し、地

域の皆さまにも貢献できる取り組みを展開してまいります。



■立川市資料による立川市消防団「機能別分団(学生消防団)」の活動内容

・大規模災害時の活動

― 消防団本部直轄の団員として、災害現場・大学施設での救命活動

・平常時の活動

ー 大規模災害に備えた訓練

ー 主要行事への参加(立川市消防出初式、立川市総合防災訓練など)

ー 自治会・学校などに対する応急救護訓練指導など

【東京医療保健大学とは】

理事長 ：田村哲夫

学長 ：木村哲

設立年度 ：2005年

本部 ：東京都品川区東五反田

キャンパス ：五反田キャンパス、世田谷キャンパス、国立病院機構キャンパス、
国立病院機構立川キャンパス、船橋キャンパス、雄湊キャンパス、
日赤和歌山医療センターキャンパス(予定)

学部(学科) ：医療保健学部(看護学科、医療栄養学科、医療情報学科)、
東が丘・立川看護学部(看護学科)、千葉看護学部(看護学科)、
和歌山看護学部 (看護学科)

専攻科 ：助産学専攻科

大学院 ：医療保健学研究科(修士課程8領域、博士課程3領域)、
看護学研究科(修士課程4コース、博士課程)

学生数 ：2,539 名 (2019年5月現在)


